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Ⅰ 川崎市は令和6(2024)年に
　 市制100周年を迎えます
　川崎市は、大正13（1924）年に川崎町、御幸村、
大師町が合併して誕生し、令和6（2024）年に市制
100周年を迎えます。川崎市の昔と現在の移り変わり
を主要な統計データを基にまとめました。
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Ⅱ 市勢データ
　「人口」、「事業所」、「工業」などの主要な統計
調査結果を基に、近年の推移等をまとめました。



データチェック

人口の推移
●人口は154万人を超え、増加が続く

㎢

人口の推移

人
口

1



データチェック

区別人口
●人口増加数は多摩区が最も多い

㎢ ㎢

区別対前年同月増減人口（令和5年）

人
口
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人口の自然増減と社会増減
●前年に比べ自然増減は減少、社会増減は増加

自然増減及び社会増減の推移

人
口

死

データチェック
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年齢別人口
●年齢別構成比は、生産年齢人口と老年人口が上昇、年少人口は低下

データチェック

年齢（5歳階級）別人口ピラミッド（令和4年）

人
口
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昼夜間人口
●昼夜間人口比率が100を超えているのは川崎区のみ

データチェック

区別昼夜間人口比率

人
口
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労働力状態
●労働力率は男女ともに上昇

データチェック

労働力率の推移

人
口
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外国人住民人口
●外国人住民数は増加

データチェック

国籍別外国人住民人口の増加率（令和５年）

人
口
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婚姻と離婚
●婚姻率は中原区が最も高く、離婚率は川崎区が最も高い

データチェック

区別婚姻率及び離婚率（令和３年）

人
口
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産業別事業所数及び従業者数
●事業所数、従業者数ともに「卸売業、小売業」が第１位

データチェック

事業所数上位5産業（令和３年） 従業者数上位5産業（令和３年）

事
業
所
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区別事業所数及び従業者数
●従業者数は川崎区で約３割を占める

データチェック

事業所数の区別構成比（令和３年） 従業者数の区別構成比（令和３年）

事
業
所
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区別の産業別事業所数
●全ての区で「卸売業、小売業」が最も多い

データチェック

上位5産業の区別事業所数（令和３年）

事
業
所

●

●

●

●

● ●

●
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区別の産業別従業者数
●川崎区以外の区では「卸売業、小売業」または「医療、福祉」が最も多い

データチェック

上位5産業の区別従業者数（令和３年）

事
業
所
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従業者規模別の概況
●事業所数は「1～9人規模」、従業者数は「100人以上規模」が最も多い

データチェック

従業者規模別事業所数・従業者数（令和３年）

事
業
所
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資本金階級別の概況（会社企業）
●従業者数が最も多いのは資本金「1,000万円～3,000万円未満」の会社企業

データチェック

資本金階級別会社企業数（令和３年） 資本金階級別従業者数（令和３年）

事
業
所
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農業概況
●農家戸数は減少、販売農家1戸当たりの経営耕地面積は増加

データチェック

農家戸数の推移

農
業
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区別の農業概況
●農家戸数は麻生区、経営耕地総面積は宮前区が最も多い

区、種類別農業経営体経営耕地面積（令和2年）

データチェック

農
業
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工業概況
●製造品出荷額等、付加価値額ともに減少

データチェック

事業所数と製造品出荷額等の推移

工
業
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区別の工業概況
●製造品出荷額等の7割以上を川崎区が占める

データチェック

区別製造品出荷額等の構成比（令和２年）

工
業
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産業別の工業概況
●製造品出荷額等は「化学工業」が最も多い

データチェック

工
業
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従業者規模別の工業概況
●従業者数１～29人の事業所数が事業所数全体の約8割を占める

データチェック

従業者規模別事業所数、従業者数、（令和３年）及び製造品出荷額等（令和２年）

工
業
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商業概況
●卸売業、小売業ともに年間商品販売額は川崎区が第1位

データチェック

区別の卸売業・小売業別年間商品販売額（令和２年）

商
業
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卸売業の概況
●事業所数、従業者数及び年間商品販売額は「機械器具卸売業」が第1位

データチェック

卸売業の産業（中分類）別事業所数及び従業員数（令和３年）

商
業
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小売業の概況
●従業者数は「飲食料品小売業」が約5割を占める

データチェック

小売業の産業（中分類）別事業所数及び従業員数（令和３年）

商
業
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百貨店・スーパーの概況
●年間商品販売額が増加

データチェック

事業所数と年間商品販売額の推移

商
業
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入港船舶
●外航船、内航船ともに総トン数が増加

データチェック

入港船舶隻数及び総トン数の推移

貿
易・経
済
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海上出入貨物
●輸移出は化学工業品が最も多く、輸移入は鉱産品が最も多い

データチェック

川崎港の主な品種別貨物取扱量及び割合（令和３年）

貿
易・経
済
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卸売市場
●野菜の取扱数量・金額が最も多い

データチェック

卸売市場における種別取扱金額（令和３年）
貿
易・経
済
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賃金・労働時間
●現金給与総額、総実労働時間とも減少

データチェック

調査産業計における現金給与総額及び総実労働時間の推移

貿
易・経
済
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有業者
●有業者総数は増加傾向

データチェック

就業日数別有業者数の推移

貿
易・経
済
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データチェック

有効求人倍率の推移

一般職業紹介状況
●川崎公共職業安定所、川崎北公共職業安定所ともに新規求職申込件数、新規求人数が増加

貿
易・経
済

●

■

●

■

●

■

●

■

●

■
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経済活動別市内総生産（名目）
●市内総生産に占める製造業の構成比が最も高い

データチェック

主な産業における総生産の対前年度増加率

貿
易・経
済
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データチェック

配水量及び給水人口の推移

水　　道
●年間総配水量は前年と比べて減少

都
市
生
活
基
盤
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下水道
●処理場流入総量は前年度と比べて減少

データチェック

下水道使用件数及び処理場流入総量の推移

都
市
生
活
基
盤
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市バスの運輸状況
●1日平均乗車人員は前年度と比べて増加

データチェック

市バスの1日平均乗車人員の推移

都
市
生
活
基
盤
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主要駅の1日平均乗車人員
●1日平均乗車人員が10万人を超える駅はＪＲ川崎駅と東急溝の口駅

データチェック

主要駅の1日平均乗車人員の推移（上位5駅）
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都
市
生
活
基
盤
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ごみの処理状況
●総処理量が減少

データチェック

ごみ処理量の推移

都
市
生
活
基
盤
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刑法犯認知件数
●刑法犯認知件数は年々減少

データチェック

罪名別刑法犯認知件数の推移

都
市
生
活
基
盤

37



火災発生件数
●火災件数、死者数が増加

データチェック

火災発生件数の推移

都
市
生
活
基
盤
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交通事故発生状況
●交通事故発生件数、死傷者数ともに減少

データチェック

交通事故発生件数及び死傷者数の推移

都
市
生
活
基
盤

●
●

● ● ●
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認可保育所の概況
●保育所数が増加し、待機児童数は2年連続0人

データチェック

保育所数及び在籍児童数の推移

こ
ど
も
・学
校

■
■ ■ ■ ■
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小学校・中学校の概況
●小学校児童数は増加し、中学校生徒数は減少

データチェック

こ
ど
も
・学
校
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生活保護の概況
●被保護実世帯数、実人員、保護費総額が減少

データチェック

生活保護被保護実人員及び人員保護率の推移

福
祉
・
健
康
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介護保険の概況
●要介護認定者数は、要支援1を除く全ての認定区分で増加

データチェック

要介護認定者数及び給付費総額の推移

福
祉
・
健
康

●
●

●
●

●
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出生と死亡
●出生率は低下、死亡率は上昇

データチェック

区別出生率と死亡率（令和３年）

福
祉
・
健
康
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データチェック

着工新設住宅戸数及び1戸当たり床面積の合計の推移

着工新設住宅
●着工新設住宅戸数は減少し、床面積の合計は増加

住
居

■ ■ ■ ■ ■
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データチェック

住宅数及び空き家数の推移

住宅の概況
●住宅総数、居住世帯あり住宅数ともに増加

住
居

46



データチェック

選　挙
●平成24年以降では平成24年の衆議院議員選挙の投票率が最も高い

選
挙

47



データチェック

税目別市税収入（令和３年度）

市税収入額
●市税収入総額は減少

財
政

48



データチェック

市民要望・評価と定住状況
●回答した市民の7割近くが定住の意向をみせる

市
民
意
識

49
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Ⅲ 大都市データ
　川崎市を含む20の政令指定都市と東京都区部を合わ
せた21大都市は「大都市統計協議会」を設置して、各
都市の各種統計情報を集約し、毎年「大都市比較統計年
表」を作成、発行しています。
　ここでは、「大都市比較統計年表（令和３年）」など
を基に、主要な統計情報からみた川崎市及び各都市の特
徴をまとめました。



人口・世帯数及び面積
●人口、世帯数は大都市で７位

人口動態
●人口増加比率は大都市で第2位

データチェック

データチェック

1

2



年齢別人口
●平均年齢は大都市で最も低い

有業者
●有業率は大都市で第2位

データチェック

データチェック

3
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事業所（民営）
●従業者300人以上の事業所の構成比は大都市で第2位

製造業（従業者４人以上の事業所）
●従業者1人当たり製造品出荷額等は大都市で第1位

データチェック

データチェック

5
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商業
●１事業所当たりの年間商品販売額は大都市で第12位

貿易
●海上輸（移）出入貨物数量は大都市で第7位

データチェック

データチェック

7
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住宅
●共同住宅に住む世帯の割合は大都市で4番目に高い

消費者物価地域差指数
●消費者物価地域差指数（総合）は大都市で2番目に高い

データチェック

データチェック
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市（都）民経済計算
●1人当たり市民所得は大都市で第4位

治安及び災害
●人口当たり刑法犯認知件数は大都市で2番目に少ない

データチェック

データチェック
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川崎市の小売物価の推移
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Ⅳ 川崎市近隣市区データ
　川崎市の7行政区と川崎市近隣の東京都目黒区、大田
区、世田谷区の3特別区及び調布市、町田市、狛江市、
多摩市、稲城市の5市並びに横浜市鶴見区、港北区、青
葉区、都筑区の4行政区の計14区5市のデータをまと
めました。



川崎市近隣市区地図1



データ一覧

㎢
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Ⅴ 基礎データ
　川崎市及び川崎市7行政区の人口、事業所などの基礎
データをまとめました。



川崎市基礎データ1



川崎区基礎データ 幸区基礎データ32



中原区基礎データ 高津区基礎データ54



宮前区基礎データ 多摩区基礎データ76



麻生区基礎データ8



川崎市統計データブック
印刷・発行 

企画・編集 

川崎市ホームページ「統計情報」 

印 刷 所 

株式会社 小笠原タイプ社 

検索



C o l o r s ,  F u t u r e !
いろいろって、未来。


